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調査対象： 何らかの携帯電話・スマートフォンを持つ
全国の10歳～18歳の男女 および

全国の10歳～18歳の子どもを末子に持つ保護者

調査期間： 2013年8月5日（月）～6日（火）

調査方法： インターネット調査

有効回答数： 1,236サンプル

実施機関： 株式会社マクロミル

調査概要： スマートフォンが急速に普及する中、親子における
スマートフォンへの利活用の実態や意識の違いを比較
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現在何らかのスマートフォンを使用している未成年の割合は50.0％（n=309／618）。
2011年11月は14.4％、今年8月は50％と約3.5倍に増加している。
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女子高校生は2011年11月で20.9％、今年の8月で74.8％と回答しており、所持率が約3.6倍
に伸びている。男子高校生は約2.2倍に伸びている。
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スマートフォン所有者かつアプリ使用者ベース

ソーシャル系アプリは子どもの方が積極的に利用。女性高校生は67.1％。
特にSNSは子ども45.1％、保護者は28.5％。
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小学生は「電話」、中学生は「メール」、高校生は「LINE」。
特に女子高校生は「LINE」 を68.9％（昨年54.4％）、「Twitter」を42.7％（昨年37.9％）と
リアルな友達との間で良く使っている 。
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フィルタリングの現在利用率は32.8％で、調査開始時より減少している。
子どもは、中学生の利用が最も多く、女子高校生になると、16.5％に減少。昨年は26.2％
だったので、9.7％減少。
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未成年者でネット上のいじめで被害者もしくは加害者になったことがある人は5.2％。

参考数値になるが、暴言や仲間はずれ、なりすましの被害にあっている。

何らか関与した人ベース
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ネットで発信した情報がきっかけで被害を受けたことがある未成年者は6.1％。学齢が上
がるにつれ、割合が増えている。

参考数値になるが、被害を受けたきっかけとなったのは、公共の場のいたずら、有名人の
プライベート等。

何らかの被害を受けた人
ベース
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情報発信する時に特に何も気をつけていない未成年者は45.1％。学齢が上がるにつれ、気を
つけるようになるが、女子は個人情報を掲載することに抵抗がなくなる傾向がある。
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ネット上の情報発信で
気をつけていることが
ある人ベース
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ネットで知り合った人とコミュニケーションする人ベース
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中学生は「LINE」、高校生は「Twitter」を通じて知り合う傾向。
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ネットで知り合った人とコミュニケーションする人ベース
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未成年者は「ほぼ毎日」が28.8％（昨年20％）、「週に数回」が26.4％（昨年27.8％）。
女子中学生においては、「ほぼ毎日」が40.8％（昨年30.2％）。女子高校生は、35.6％（昨
年17.3％）だったことから、全体的に上昇傾向にある。
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ネットで知り合った人とコミュニケーションする人ベース

未成年者においては、「会ってみたい」と“リアル化”を望む人は39.8％で、昨年32.4％と比
較して 7.4％上昇している。
男子より女子の方がリアル化を望み、女子高校生においては65.8％で、昨年53.1％と比
較して12.7％上昇している。
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フィルタリングの現在利用率は約33％。子どもは、中学生の利用が最も多く、女
子高校生になると16.5％に減少。

現在何らかのスマートフォンを使用している未成年の割合は50.0％。
2011年11月は14.4％、2013年8月は50.0％と約3.5倍に増加している。

ネットで情報発信する際に特に何も気をつけていない未成年者は、45.1％。
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男子より女子の方がネットで知り合った友達とのリアル化を望み、女子高校生に
おいては65.8％となっている。

ネットで情報発信して何らかの嫌がらせを受けたことがある未成年者は6.1％。女
子高校生においては10.1％となっている。

ネットで知り合ったきっかけは、中学生は「LINE」（男子中学生：62.5％、女子中学
生：53.1％）だが、高校生になると「Twitter」（男子高校生：52.6％、女子高校生：
69.9％）に移行する。
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